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６月 ことりぐるーぷだより 

はじめてがいっぱい～さくら～ 

 さくらさんになり、グループのお部屋に自分の黄色い引き出

しが用意されました。はじめは空っぽだった引き出し。あそび

の続きをしまう場所として使い始めたのですが、自分のお道具

箱・折り紙ノート・マーカー・クレパス…と順番に増えていき、

あっという間におうちの方に用意してもらった自分の持ち物

でいっぱいのにぎやかな引出しになりました。整理整頓を含め

て、自分の持ち物を大切にするようにお話をして用意していた

だいたものを使い、新しいあそびにチャレンジしています！ 

大人に感謝する日の礼拝 

「いつもありがとう」の気持ちを込めておうちの方へ渡すプレゼ

ントを作りました。「なにいろがすきだったかな～」「いっぱいおは

なつくったら、よろこんでくれるかな」と嬉しそうにお話ししなが

ら作る子どもたちの姿を見ていると、暖かい気持ちになり、お家の

人への”だいすき！”の気持ちが伝わってきました。 

「きょうのおはなしなぁに？」 

グループでお集まりするときにいつも絵本を読んでからお話を始めます。その中でも「どんないろがすき」

「くれよんのくろくん」を気に入り、楽しんで読んでいます。「くれよんのくろくん」を読んだ後には、「わ

たしはくろ、いっぱいつかうよ」「くるまのタイヤはくろだよね！」と、おもいやりのある言葉を聞かせてく

れるお友だちもいました。たくさんの色が出てくる絵本を読んでいると、「おえかきしたいね！」とワクワク。

また、お散歩に出かけた公園では、「このはっぱはみどりだけど、こっちはきみどり！」「きいろはあったけ

ど、あかいおはながみつからないね」と。園庭でも砂場のおもちゃを使って「どんないろがすき」の歌を歌

ったり、色おにを覚えて楽しむなど、色あそびを楽しんでいます。 

 

かぼちゃの種～ゆり～ 

 八瀬から届いたかぼちゃの種を植えました。水やりの相談をすると、去年の

ゆりさんがお当番表を使っていたことを思い出して「おとうばんひょうをつく

って、じゅんばんにする！」と意見を出してくれました。「おおきくなぁ～れ」

と毎日声をかけて、芽が出たことに気づいた日はみんな大喜びで順番に様子を

見に行っていました。今はまだ小さなカップでテラスで育てていますが、葉っ

ぱが増えたら園庭にお引越しして育てて行きます。 裏面も見てください 



 

 

 

 

 

 

テーブルふき おしえて！ ～ばら～ 

ゆりさんが八瀬の遠足に行った日「ゆりさんがいないから○○ちゃん

がしてあげる！」と言って、はりきってテーブルを拭いてくれるばらさ

んの姿が見られました。しかし、テーブル布巾が十分に絞れず机がびち

ゃびちゃになり、「どうやったらいいの？」「むずかしいな…」と言って

困ってしまったので、「ゆりさんがいないと困ることがいっぱいだね、帰

ってきたら教えてもらおうね。」とお話しました。ゆりさんが八瀬から帰

ってくると、「てーぶるふきおしえて！」と早速お願いしていました。後

日、テーブル拭きを練習する時間を作って、「どうしてテーブルを拭くの

か」「どんな拭き方をしたらきれいになるのか」ゆりさんに１つ１つ教え

てもらい手を添えてもらいながら拭きました。「こうやってふくんだよ

～」「みててね」と、ゆりさんは小さな先生になって丁寧に教えてくれて

いました。ばらさんには、ゆりさんのいないお泊り保育の日には、一番

大きいお友だちとして自信をもって過ごしてもらいたいと思います。 

 

お泊まり保育～ゆり～ 

今年はお泊まりの本やキャンドル台はそれぞれグループごとに違うものが出来上がっています。 

ことりグループではどんなお泊り保育にしたいか、何を使って作りたいか等、子どもたちと一緒に考えてア

イディアを出し合って決め、準備を進めています。キャンドルサービスの時のグループの発表は「もりのくま

さん」の歌にきまりました。先に歌うお友だちと追いかけっこして歌うお友だちに分かれて歌うのですが、両

方のパートを歌ってしまったり歌詞がわからなくなってしまうこともあり、「むずかしい！」と言いながらも

練習を頑張っています。また、「おめんもつくりたい」「ダンスもしたい」とたくさん意見を出してくれまし

た。カレー作りのクッキングでは、「おうちでやっているよ！」と言いながらも、どきどきして手が震えてい

るおともだちもいました。「お泊りの本を作っていると、「ゆりさんなにやっているの？」と興味をもってのぞ

き込むさくらさんばらさんに、「ゆりさんだからおとまりほいくにいくんだよ。ゆりさんになったら○○ちゃ

んもつくれるよ！」と得意げに、嬉しそうに教えてくれました。 

楽しいお泊り保育にする為、ゆりさんは準備で大忙しです。うまくいかないこともたくさんありますが、挑

戦して、練習して迎えるお泊り保育の日は、きっと子どもたちにとって大きな自信を得られる時間になると

思います。おうちでも、子どもたちが作ったお泊りの本を見ながら一緒に持ち物の用意をお願いします。 

ばらさん・さくらさんもゆりさんがお泊まりの準備を進めている姿に興味津々です。お泊まりを経験する

ことでゆりさんはもちろん、ばらさん・さくらさんの姿にも成長が見られると思います。 

お泊り保育の日がみんなにとって特別な一日になりますように！ 

 

 

 

 

 


